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[編 集 後 記コ
『世界の 日本研究』(第2号)の 編集後記の場を借 りま して、 この雑誌
の編集方針 をい くつか書 いてお きたい と思い ます。 しか し、編集方針 と
いって もあま り固定 的に理解 しないでいただ きたい。 ここ しば らくは、
「暫定的」 な方針です 。提案が あ りました ら、遠 慮 な くお手紙 下 さい。
1.本 誌は 、全体の まとま りを考 えず に、活字にす る ことが で きるも
のか ら、掲載 して い きます。 したが いま して、掲載 された文章が書
かれた 日時や発表の場 なども、バラバ ラになることが多 くな ります。
これは 、出来 るだ けタイム ・ラグを少 な くして出版で きるように考
え られた編集方針です。文章 の最後 には、文章が書かれた 日時を明
記いた します。
2.掲 載 され る文章は 、日本語か英語 に したい と考 えて います 。 日本
語は、 日本研 究者に とっての 「職業言語」です 。英語は 、現 在の学
術世 界の 「国際語」だ と考 えます 。現在編集途 中の い くつかの文章
は、英語 か ら日本 語に編集担 当者の責任 で翻訳 した もの もあります
が、今後 は原則 として翻訳 はいた しません 。ただ し、日本語 ・英語
以外 で書 かれた ものを掲載す るように決 めた ときには 、編集部 の責
任で 日本語 あ るいは英語 に翻訳 いた します 。
3.投 稿 を歓迎 いた します。ただ し掲載す るか どうかは 、編 集部 の権
限で行 います 。あま り長文のペ ーパー は、分量 を減 らして もらうよ
うにお願 いす る ことが あ ります 。また 日本研究 その ものは、掲載 い
た しませ ん。あ くまで本誌 は、各国の 日本研究事 情 の情報誌 です 。
ここで第2号 につ いて、簡単 に説明 を して お きます 。 リンハル ト
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氏の文章 は、1990年12月13日 に、国際 日本文化研究 センターの開所
記念セ ミナーでの講演です。当 日は、 この他 にプ リンス トン大学の
マ リウス ・ジ ャンセ ン氏の 「日本 の開国」 とい う講演があ りました。
これは 、JAPANREVEWVol.2に掲 載 され る予定 です 。講演会場
には 、た また ま 日文研の客員教授 として滞在 中のベ ルン ト(フ ンボ
ル ト大学)・ メラノ ビッチ(ワ ル シャワ大学)・ フィァ ラ(カ レル
大学)の 三氏 もお いでに なっていた ことを付記 してお きます 。
マライー二氏の文章は 、すでにNICHIBUNKENNEWSLETrERVol.2
に掲載 された ものの翻訳です 。本誌の発刊 が遅 れたために、 このよ うな
形 になって しまいま した 。ワキサ カ ・ボ ライソ ・ウ ィシュワナタ ン ・リ
デ ィーンの 四氏の文章は 、1989年 の三月に開催 した 日文研 の国 際 シンポ
ジウム 「世界の 中の 日本」 に出席の際、林文月氏の ものは1991年 一 月開
催の 「特別研究会」の際 にそれ ぞれお話 しいただいた ものを文 章化 した
ものです 。ウ ィシュワナタン氏の文章は 、すでに広報紙 『日文 研 』 第4
号 に掲載 され ています 。
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